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Ⅱ経営能力に関する事刀Iサービスの実施に関する事項

4.従事者の綴

・術や接遇を
向上させる
体制
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1．良好な施設･設備の、
持への取り組みを

3.利用者の満足度向上
への取り組み

2.施設利用の利便性向
上への取り組み

2.危機管理･安全対策への取り組
み

3.適正な執行体制の確
保及び法令等の遵守

4.情報管理
の取り組み

1．施設の適正な管理運

(1)受付
事務の正
確性や迅
速化の確
保もよりよ
い窓口対
応に向け
た取組み
を行って
いる｡豆

(1)施設g
設備の維
持管理等
について
のマニュ

アル･§資
料があ
り:、従事
者に周知
されてい

(2)高齢
者寺子ど
もなど多
様な利用
者への対
応が考慮
されてい
る誘愛要

(2)区民？
利用者の
声を反映
できてい
る6§’

(1)施設
の:特性
;(構成･規
模)を踏
まえた運

営が行わ
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る6:穀毒

(2)建物
や備品を
適正に管
理して施
設の機能
を十分発
揮してい
る3蕪獣！

（1）利用
者満足度
向上に積
極的に取
り組みを施
設ゞ利用
巻き来館
者がら満
足度の高
い評価を
得ている｡
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(')従馴腱蕊(a)危織者 の 安 全 管 理 体 制
管理に関理が確保が確立さ
する技されていれてい
能｡憲識る6;る6;
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(1)個人

情報保
護9情報
公開など
情報管理
が適切に
行われて
いる｡f:

（1）施設

を効率的
に運営す
る努力が
図られて
いる。
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Ⅲ施設の効用を高める事態

施設の有効活用の取り組み

(1)地域の

コミュニテ

形成
るよ

室を

Lニティ

に資す
う会議
活用し

ている。

--,.』

(2)住区セ
ンター施設
全体を有効
i活用してい
る◎ 。
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